
※下記表の区分名前方のカッコ数字は対応するディプロマポリシーを表します。 卒業必修科目 卒業単位に含まれない科目

原則として順番に履修 順番に履修を推奨

学習内容
区分 (1)基礎教育－入門ゼミ (1)基礎教育－入門ゼミ

科目名 基礎ゼミⅠ 基礎ゼミⅡ
学年 １年 １年

区分 (1)基礎教育－外国語 (1)基礎教育－外国語

科目名 英語Ⅰ 英語Ⅱ
学年 １年 １年

区分 (1)基礎教育－外国語 (1)基礎教育－外国語 (1)基礎教育－海外研修 自由－キャリア支援

科目名 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 海外語学演習A(英語） TOEIC対策
学年 １、２年 １、２年 １、２、３、４年 １、２、３、４年

区分 (1)基礎教育－情報処理

科目名 コンピュータ基礎演習
情報倫理

学年 １年

区分 (1)基礎教育－基礎教養 (1)基礎教育－入門ゼミ

科目名 文章表現の技術 アカデミックライティング
学年 １、２年 ２年

区分 自由－リメディアル

科目名 社会科学基礎（言語・国語）
社会科学基礎（社会）
自然科学基礎（数学）
自然科学基礎（理科）
国際言語基礎（英語）

学年 １年

区分 (1)基礎教育－基礎教養

科目名 くらしと憲法
くらしと経済
くらしと哲学
くらしと文学
くらしと倫理学

学年 １、２年

区分 (1)基礎教育－基礎教養

科目名 日本語のしくみ
ことばとコミュニケーション

学年 １、２年

区分 (1)基礎教育－基礎教養

科目名 社会学と社会システム
民俗と歴史
社会福祉概論Ⅰ
公的扶助論

学年 １、２年

区分 (1)基礎教育－基礎教養

科目名 生物学の探求
環境と生物を考える
人間と宇宙を考える

学年 １、２年

区分 (1)基礎教育－基礎教養

科目名 心理学概論A
学年 １年

区分 (1)基礎教育－外国語 (1)基礎教育－外国語 (1)基礎教育－海外研修 自由－キャリア支援

科目名 韓国語Ⅰ 韓国語Ⅱ 海外語学演習B(韓国語） 韓国語検定対策
学年 １、２年 １、２年 １、２、３、４年 １、２、３、４年

区分 (1)基礎教育－外国語 (1)基礎教育－外国語 (1)基礎教育－海外研修 自由－キャリア支援

科目名 中国語Ⅰ 中国語Ⅱ 海外語学演習C(中国語） 中国語検定対策
学年 １、２年 １、２年 １、２、３、４年 １、２、３、４年

区分 (1)基礎教育－外国語 (1)基礎教育－外国語

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ
学年 １、２年 １、２年

区分 (1)基礎教育－外国語 (1)基礎教育－外国語

日本語Ⅰ 日本語Ⅱ ※日本語Ⅰ・Ⅱは留学生のみ履修可能

学年 １年 １年

区分 (1)基礎教育－保健体育 (1)基礎教育－保健体育

科目名 スポーツサイエンスⅠ スポーツサイエンスⅡ
学年 １年 １年

区分 (1)基礎教育－保健体育

科目名 レクリエーション法
学年 ２、３、４年

区分 (1)基礎教育－情報処理 (1)基礎教育－情報処理 (1)基礎教育－情報処理

科目名 情報処理演習A 情報処理演習B 情報処理演習C
学年 １年 １、２年 ２、３年

区分 (1)基礎教育－情報処理 (1)基礎教育－情報処理 (1)基礎教育－情報処理

科目名 情報検索 地域文化とデジタルアーカイブ ネットワーク応用演習
情報機器演習 １、２、３年 ２、３年

学年 １、２年

区分 (1)基礎教育－地域事情

科目名 山形の歴史・文化
山形の産業と経済
山形のことばとくらし

学年 １、２年

区分 (1)基礎教育－地域事情

科目名 現代アメリカ事情
現代ヨーロッパ事情
現代韓国事情
現代中国事情

学年 １、２年

区分 (1)基礎教育－社会体験 (1)基礎教育－社会体験

科目名 ボランティア論 ボランティア活動実践
学年 １年 １、２、３、４年

区分 (1)基礎教育－社会体験 (1)基礎教育－社会体験

科目名 企業研究 インターンシップ
学年 １，２年 １、２年

大学学習の基礎

ディプロマポリシー

海外への理解

ボランティア

インターン

基礎教養（一般）

基礎教養（言語）

基礎教養（社会）

基礎教養（科学）

保健体育

情報処理

山形（地域）への理解

第二外国語

基礎教養（心理）

人間関係学科　履修系統図（基礎科目、自由科目）

(1)基礎教育科目等の学修や学内外の諸活動等をとおして、幅広い教養を身につけるとともに、自己を取り巻く世界や環境を知ることで多角的なものの見方、考え方ができる。

(2)専門教育科目等の学修をとおして、人間関係についての知識・技術とコミュニケーション能力を身につけ、家庭、地域社会、職場等での豊かな人間関係の構築に貢献することが
できる。

(3)３つのコースにおけるいずれかの専門分野の知見を持ち、それを現実的、個別的な人間関係の課題に適用して、地域社会の課題解決に貢献することができる。

(4)学問に裏付けられた論理的思考によって、的確な課題の設定から論証を経て結論を述べることができる。


